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１ 実践の目的 
 昨年度、意欲的に学習に取り組む子を育

てるために、国語と算数の基礎基本の定着

と普段の授業改善を目的として、研究を進

めてきた。その結果、児童が学習に対して興

味を持ち、積極的に取り組む姿が見られた。

本年度はより意欲的に児童が学習に取り組

むことができるように、学びのプランを活

用した授業づくりや、国語と算数の基礎基

本の定着を目指すこととした。具体的には

「学びのプラン」の活用を授業研究の重点

として取り組み、児童と共に授業づくりを

行い、主体的に学習に取り組む姿勢を育て

ていきたいと考えた。また、朝の学習の時間

に「えななみ算数タイム」「えななみ国語タ

イム」の実践を行い、基礎基本の学力を児童

に身に付けさせ、学習に対してより意欲を

持たせたいと考えた。交流学習では、日常の

授業や校内の異学年交流、校外の交流を通

して児童が学びの達成感や自信を持ち、自

らの思考を広げ、学習内容を積極的に伝え

合う児童の姿を目指し実践した。 

 

２ 実践の内容 
（１）校内研究の組織・取り組み 

 研究推進委員会を中心に、全教員で研究

授業、研究協議会を行った。全教員が公開授

業を行い、授業前には模擬授業を行い、授業

改善を目指した。教員の数も少ないため、で

きる限り全教員で模擬授業・研究授業に関

わり、全員で研究に取り組む機会を設けた。 

（２）校内研究の具体的取り組み 

本年度は「学びのプランを活用した授業

づくり」と「えななみ算数タイム」「えなな

み国語タイム」を通して、主体的に学習に取

り組む子を育てることを目指して研究を進

めた。 

「学びのプランを活用した授業づくり」

とは、児童と共に単元の進め方を考え、ふり

かえりを行い、より児童が主体的に学習に

取り組めるように授業づくりを行うやり方

である。全教員が模擬授業、研究協議会を行

い、よりよい授業づくりに努めた。 

「えななみ算数タイム」は毎週火曜日の

朝の時間に全校で計算プリントやタングラ

ムなどの算数的活動に取り組んだ。内容は

児童の実態に合わせ、担任が算数プリント

などを用意し、基礎力の向上を目指した。タ

ングラムなどの算数的活動についても各ク

ラスの児童の実態に合わせ、担任が内容を

考えて行った。具体的に取り組んだことを

研究全体会で共有し内容の充実に努めた。 

「えななみ国語タイム」は毎週木曜日の

朝の時間に全校で国語の読む力・聞く力・書

く力をのばすために、児童の実態に合わせ、

担任が内容を考えて行った。「えななみ算数

タイム」「えななみ国語タイム」の取り組み

は紙ファイルで保存し、取り組みの成果を

児童がふりかえることができるようにした。 

交流学習は、校内交流と南下浦小学校と
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の交流を中心に行った。年度当初に、各学年

が交流の計画を立て、児童の学習の成果の

発表などを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果と課題 
（１）校内研究の組織・取り組み 

 全教員で、計画的に模擬授業、研究授

業、研究協議会を進めることができた。全

教員が公開授業に取り組むことで教員同士

の学ぶ機会が増え、日々の授業改善につな

がった。特に模擬授業では、教員同士の活

発な議論が行われ、授業者だけではなく、

教員全員で授業づくりに取り組むことがで

きた。 

（２）校内研究の具体的取り組み 

 授業研究では「学びのプランを活用し

た授業づくり」を目指し、様々な取り組み

を行い、児童が主体的に活動する姿を見る

ことができた。具体的には、調べ学習では

調べる方法を児童と考えたり、学びのプラ

ンのワークシートを常に意識できるように

ノートに貼ったりしたことで、児童が意欲

的に考えを伝え合うことができた。また、

次の授業につながる「ふりかえり」を行っ

たことにより、子どもたちの考えを知るこ

とができ、次の授業への子どもたちの意欲

づけになった。始めのうちはなかなか書く

ことができなかった児童も次第に自分の考

えを書くことができるようになった。「学

びのプラン」の児童用を作成したことで、

教師側も児童も見通しを持って学びを進め

ることができた。児童用の「学びのプラ

ン」はもっと児童にわかりやすいものに改

善していく必要があることもわかった。 

「えななみ算数タイム」「えななみ国語

タイム」では、担任が児童の実態に合わ

せ、プリント学習や読書などを毎週行い、

基礎基本の定着に努めた。また、今年度は

「読書タイム」を全校一斉に行った。研究

全体会で各クラスの取り組みを紹介し合

い、効果のある取り組みについては、教員

同士が共有し学習内容の充実に努めた。 

交流学習では、各学年様々な教科の学習

成果を異学年交流や他校との交流で発表し

た。具体的には海の生き物観察や学校紹

介、各学年の総合学習での成果や運動会の

表現の発表など、交流計画をあらかじめ具

体的に決めることによって、活発な実践を

行うことができた。 

 
４ 今後の展開 
（１）校内研究の組織・取り組み 

来年度、南下浦小学校との統合を控えて

いるが、本年度同様、全教員が公開授業を行

うことを継続したい。研究授業を行うにあ

たり、模擬授業を行い授業力向上に努めて

いきたい。来年度も基礎基本の定着と日々

の授業改善により主体的に学習に取り組む

子を育てることを目指し研究を進めていく

が、具体的な内容については次年度検討し

ていく。 

・基礎基本、知識・技能の習得 

・学習を通して得られる達成感と自信 

  ・協同して学ぶ姿勢 

  →主体的に学習に取り組む子 

３．今年度の具体的な構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の時間の取り組み 

「えななみタイム」      
（国語・算数） 

 

 

 

 

 

 

「学びのプランを

活用した授業作り」 

 
 

 

 

 

 

＜目指す児童像＞ 

・自ら自分の考えを 

 発言する。 

・友だちと積極的に交流

する。 

・子ども自身が自分の 

目標をもって学習に 

取り組む。 

 

 

豊かな学力 学びの意欲を高める 

学ぶ楽しさ 基礎基本 知識・技能 

思考力・判断力・表現力 学びと社会のつながりを学ぶ 

   異学年交流・校外学習・他の学校との交流 

「交流学習」     
 

 

 

 

 

 

 ＜ねらい＞ 

・読む力、書く力の向上  ・集中力の持続 

・基礎的な計算技能の習得  

 ・図形感覚の育成     ・読書活動の推進 

 

＜目指す児童像＞ 

・文章や問題の把握がスムーズになる。 

・落ち着いて学習に取り組むことができる。 

・自分の力が伸びていることを実感し、 

 自分に自信を持つことができる。 

・試行錯誤や考えることの楽しさを 

  味わうことができる。 

 

・問題解決を楽しむ 

＜ねらい＞ 

・交流を通した出会いの感動や五感を使

った学び 

・交流を通して、自らの思考を広げる 

・交流を通して、相互理解を深める 

 

＜目指す児童像＞ 

・自分の考えを積極的に相手に伝えるこ

とができる。 

・主体的に交流に取り組むことができる。 

・相手の話をよく聞き、理解を深めること

ができる。 

  

 

＜教師の手だて＞ 

・単元計画を作成し、子ども

たちが学習の見通しを持て

るようにする。 

・子どもたちの発言や考えを

よく聞き、授業作りをする

ように心がける。 

（子どもと一緒に授業を作る

意識をもつ） 

・単元のふりかえりをする。 
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（2）本年度の課題と今後の研究の方向性 

授業研究については「学びのプラン」に重

点を置いて研究を進め、ウェビングマップ

などの思考ツールなどは児童の思考を整理

するために有効であることがわかった。ま

た、ふりかえりを行うことで、児童の考えを

知ることができ、次の授業に対しての児童

の意欲につながることがわかった。今後も

この「学びのプラン」を児童の実態に合わせ

て改善し、実践していきたいと考える。来年

度も基礎・基本の定着と日々の授業改善に

より主体的に学習に取り組む子を育てるこ

とを目指し研究を進めていくが、朝学習を

全校一斉の内容ではなく、各学年の児童の

実態に合わせたものにして、より充実した

ものにしていきたい。また、自分の考えをう

まく伝えることが苦手な児童も多いので、

来年度も積極的に自分の考えをもち、伝え

たいと思う気持ちを育てていきたい。 

 

 


